
公示 

令和２年度 保護者の転勤に伴う転入学生の募集を下記の通り行います。 

１．募集人員 第１学年 第３学期（令和３年１月１２日付）転入学生 男女合わせて 

   若干名 

２．出願資格 次の条件（1）から（3）を満たす者に限ります。 

 （1） 国内在勤の保護者の転勤、もしくは転勤見込みで、それに伴い転入学を必要とす

る者。 

 （2） 応募者が転勤した保護者と同居し、または同居する予定で、次の①と②を満たす 

   者。 

   ① 同居先から在籍する学校への通学が著しく困難になったことを、在籍する学校

の校長が認めた者。 

   ② 同居先から本校への通学が可能であることを本校の校長が認めた者。 

 （3） 国・公・私立全日制普通科の高等学校、もしくはそれに準ずると認められる学校

に在籍し、本校の教育課程に対応できる教科・科目を修得または修得見込みの者（第

３学年までに高等学校における必履修科目をすべて含む 80 単位以上の教科・科目を

修得できる見込みのある者）。 

   （注）現在在籍している学校に入学した日以前に保護者が転勤した場合は、出願資 

     格はありません。 

３. 出願期間 令和２年１２月１１日（金）当日消印有効 

４．出願方法 郵送による出願のみ受け付けます。 

５．転入学生募集要項の配布 

募集要項の請求は、出願手続きに支障がないよう、配付期間にかかわらず日程に余裕をもって行

ってください。 

（1） 窓口での配付 

場所：本校事務室窓口 

時間：平日９:００〜１６:３０（月曜日〜金曜日、年末年始等特別な事情による学校休業日 

を除く） 

期間：令和２年１２月１１日（金）まで 

（2） 郵送での請求 

請求期限 令和２年１２月２日（水）受付分まで 

 



注意事項 

・配付部数は本校への出願を予定している方１名につき１部です。 

・書類の書き損じなどがあった場合は、二本線で訂正（訂正印不要）してください。 

・書類の訂正の有無は選抜には一切影響しません。 

１．返信用にレターパックライトの専用封筒（３７０円）をご用意ください。「お届け先」 

 に請求者の住所・氏名を記入し、   「御依頼主様保管用シール」をはがして保管してお 

 いてください。 

２．封筒の表面に朱書きにて「転入学生募集要項郵送願い」と記載し、１の返信用レターパ 

 ックライトの専用封筒を下記の住所までお送りください。 

  〒１５４-０００２ 東京都世田谷区下馬４-１-５ 東京学芸大学附属高等学校 宛 

   ＊朱書きにて「転入学生募集要項郵送願い」と記載されていない場合は返送できません。 

 

【注】生徒募集要項の郵送について 

生徒募集要項の郵送をご希望の方は、日本国内の住所のみにお送りしています。（海 

外にはお送りできません。） 

海外在住の方が生徒募集要項の郵送をご希望になる場合は、国内の連絡先住所をレタ 

ーパックライトに記してください。 

６． 学力検査と面接 

（1） 日  時 令和２年１２月２３日（水）午前８時３０分から１２時頃まで 

（2） 検査科目と面接 

     ① 検査科目 

３教科（各５０分） 

       国語・数学・英語 

       なお、試験の範囲は高等学校１年生の２学期までに学習する以下の科目を目 

       安とする。 

       国語（国語総合） 

       数学（数学Ⅰ） 

       英語（コミュニケーション英語Ⅰ・英語表現Ⅰ） 

       配点は各科目１００点満点とする。 

     ② 面  接 学力検査終了後に１５分程度で行う。 

７．合格者発表           令和２年１２月２４日（木） 



８．入学手続き期間        令和２年１２月２４日（木）〜令和２年１２月２８日（月） 

 

令和２年１１月５日 

 

 

東京学芸大学附属高等学校 校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公示 

令和２年度 保護者の転勤に伴う編入学生の募集を下記の通り行います。 

１． 募集人員 第１学年 第３学期（令和３年１月１２日付）編入学生 男女合わせて

若干名 

２． 出願資格 次の条件（1）から（6）を満たす者に限ります。 

（1）日本国籍を有すること。 

（2）生年月日が平成１７年（2005年）４月１日以前であること。（注１） 

（3）令和２年４月１日以降に帰国または帰国予定で、現在、国内の国・公・私立の高 

    等学校、もしくはそれに準ずると認められる学校に在籍していないこと。 

（4）外国において、学校教育における９年の課程を修了した者、または令和２年１２ 

    月までに修了見込みの者。 

（5）令和２年１２月までに、滞在先の国または地域にある学校に、日本の中学校の学 

    齢期に相当する３年間および高等学校に相当する期間のうち、２年間以上在学し、 

    教育を受けた者であること。 

（6）出願資格(5)においては、保護者の海外勤務にともない、海外勤務を要する保護 

    者と共に滞在した期間であること。 

（注１） 本校を過去に受験した者は、この編入学試験は受けられません。 

（注２） 今年度に限り、(3)〜(6)の出願資格を満たさないことが、新型コロナウ

イルス感染症の影響によるものだと本校が判断した場合には、出願が認

められることがありますので、別途ご相談ください。 

３． 出願期間 令和２年１２月１１日（金）当日消印有効 

４． 出願方法 郵送による出願のみ受け付けます。 

５． 編入学生募集要項の配布 

募集要項の請求は、出願手続きに支障がないよう、配付期間にかかわらず日程に余裕をもって

行ってください。 

（1） 窓口での配付 

場所：本校事務室窓口 

時間：平日９:００〜１６:３０（月曜日〜金曜日、年末年始等特別な事情による学校休業日を

除く） 

期間：令和２年１２月１１日（金）まで 

（2） 郵送での請求 



請求期限 令和２年１２月２日（水）受付分まで 

注意事項 

・配付部数は本校への出願を予定している方１名につき１部です。 

・書類の書き損じなどがあった場合は、二本線で訂正（訂正印不要）してください。 

・書類の訂正の有無は選抜には一切影響しません。 

１．返信用にレターパックライトの専用封筒（３７０円）をご用意ください。「お届け先」

に請求者の住所・氏名を記入し、「御依頼主様保管用シール」をはがして保管してお

いてください。 

２．封筒の表面に朱書きにて「編入学生募集要項郵送願い」と記載し、１.の返信用レタ

ーパックライトの専用封筒を下記の住所までお送りください。 

〒154-0002 東京都世田谷区下馬4-1-5 東京学芸大学附属高等学校 宛 

＊朱書きにて「編入学生募集要項郵送願い」と記載されていない場合は返送できません。 

 

【注】生徒募集要項の郵送について 

生徒募集要項の郵送をご希望の方は、日本国内の住所のみにお送りしています。（海外には

お送りできません。） 

海外在住の方が生徒募集要項の郵送をご希望になる場合は、国内の連絡先住所をレターパッ

クライトに記してください。 

６． 学力検査と面接 

（1） 日  時 令和２年１２月２３日（水）午前８時３０分から１２時頃まで 

（2） 検査科目と面接 

    ① 検査科目 

３教科（各５０分） 

       国語・数学・英語 

       なお、試験の範囲は高等学校１年生の２学期までに学習する以下の科目を目 

             安とする。 

       国語（国語総合） 

       数学（数学Ⅰ） 

       英語（コミュニケーション英語Ⅰ・英語表現Ⅰ） 

       配点は各科目１００点満点とする。 

    ② 面  接 学力検査終了後に１５分程度で行う。 



６．合格者発表          令和２年１２月２４日（木） 

７．入学手続き期間        令和２年１２月２４日（木）〜令和２年１２月２８日（月） 

※「帰国時の確認事項」 

・２０２０年９月現在、厚生労働省によれば、「全ての国または地域を出発し、日本に到

着する航空機及び日本の港に入港する船舶に乗って来られた方については、検疫法に基づ

く隔離(入院)・停留が必要となる場合があるほか、検疫所長が指定する場所（自宅等）に

おいて１４日間の待機をお願いすることとなります。また、ご自宅等へは公共交通機関を

使わず、ご家族やお勤めの会社等による送迎でのお帰りをお願いすることとなります。加

えて、入国した日の過去 14日以内に入管法に基づく『入国拒否対象地域』に滞在歴のある

方については、全員に PCR 検査が実施されます。」とあります。 

・編入試験の受験者およびそのご家族は、上記ご確認のうえ、余裕をもってご準備下さい

ますようお願い申し上げます。 

詳しくは、「厚生労働省 水際対策の抜本的強化について（新型コロナウイルス感染症）」

についてをご確認下さい。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00098.html 

 

 

令和２年１１月５日 

 

 

東京学芸大学附属高等学校 校長 

 


